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医療マネージメン ト

～医療マネージメント学会にて座長賞を受賞～

学会

6月 14・ 15日 の2日 間岩手県盛岡市で行なわれた医療マネージメント学会に

当院からも参加し10演題を発表、その内1題で座長賞を頂きました。

座長賞受賞演題

「ホスピタリティマインドを届ける看護」

当院では、開設当初より各部署に投書

箱を設置 し患者や面会者の皆様から意見

を頂き、病院の接遇改善に努めてきまし

た。

投書箱は週に1度 回収 し、内容につい

て各部署や接遇委員会で検討 します。改

善策を朝礼や会議で発表 し、職員全員に

周知徹底 しています。
しかし、スタッフの意識の改善が十分

とはいえず患者家族から「対応がそつけ

ない」「見舞客へのあいさつが少ない」

など投書がありました。

そこで、平成 19年 度より院長をリー
ダーとして接遇委員会を中心に患者サー

ビスの向上に努めてきました。

さらに平成 23年度より、ホスピタリ
ティマイン ド (お もてなしの心)を 患者
家族に届ける看護として全患者を退院時

玄関先までの見送 りを開始 しました。

結果、患者家族から感謝の投書を頂き

3階北病棟 看護師 島袋 佑七

スタッフの接遇意識の向上につながつた
のでここに報告 します。

退院時の担当ナースが退院するまで患
者の着替えや身じたくを整え、家族 と患

者の荷物をまとめます。退院の準備がで

きると受け持ち担当ナースが玄関先まで

付き添い、見送りの際はチームメンバー
ヘ声掛けをしてから見送 りに行きます。
患者の荷物を持ち玄関先まで付 き添い

車が出発するまでどうぞ大事にしてくだ

さいと見送りを行ないました。
写真①・②が見送りの際の写真です。
病棟スタッフが患者の荷物を持ち医療ソ
ーシャルワーカーと一緒に見送りを行な
つている風景です。
写真③は、車椅子から車への移乗の準
備をしている風景です。
写真④が感情をおもてに表さない患者
が抱擁を求めてくる姿と病棟スタッフの

写真です。



ホスピタリティとは一般的に「心の
優しさ」「もてなし」という言葉であり、
相手に不快感を与えないための最低限
のルールであると言われています。ホ
スピタリティの基本はどの患者にも「自
分は大切にされているJと 感じて頂く
ことであり、そのためにとても大切な
ものは、日配り。気配り。心配り。思
いやりを持たなければならないと考え
ます。
今回、玄関先まで見送りを行なうこ
とで、家族から「忙しい中でも退院の

時玄関先まで荷物を持って頂き、お大
事にと見送って頂きました。とてもあ
りがたい気持ちでした。」「思いやり、
優しい心遣いに感謝の気持ちでいっぱ
いでした。」「移乗を手伝つてもらっ
て助かつた。」と感謝の投書がありま
した。
見送 りの時、感情をおもてに表 さな
い患者が「お世話になりました。」 と

涙を流 したり、握手を求め抱擁 したり

感動の場面もありました。それがスタ

ッフのやりがいや患者の満足感につな
がり接遇に対するスタッフの意識の変

化に繋がったと考えられます。
さらに、近隣の総合病院の看護部長
の家族が退院されるときに「今まで退

院時の見送 りをしてもらつたことがな

かつたが、忙しい中玄関先まで見送り
をしてもらえてうれしかった。当院で
も取り入れようと思つた。」との評価
もあり他施設での導入のきっかけとなり、
当院のホスピタリティマインドの質向
上に繋がったと考えます。
感謝の投書を頂きスタッフ個人が笑
顔で患者に関わつたり、あいさつや言
葉遣いを意識するなど接遇の向上につ

ながりました。また、年に2回 施行さ
れている患者満足度調査から「看護師
の思いやりある、気遣いや対応に感謝
しています。J「親切な看護で満足で
した。」というコメントを多く得られ
ました。
その結果、退院時の見送りを積極的
に行なうようになリホスピタリティマ

インドを届ける看護に繋がったと考え
ます。
今回、ホスピタリティマインドを実
践することによって、患者家族から感
謝され「やってよかつた」という満足
感が得られスタッフの接遇に対する意
識の向上につながりました。その結果、
患者家族が快く入院生活を送ることが
できよいサイクルができたと考えます。
そのため、今後もホスピタリティマイ
ンドの継続・向上を目指していきたい
と思います。

学会に参加しての感想

マネージメント学会に参加して、学会発表が初めてであり最初はとても緊張しました。学
会までは、師長と何度もパワーポイントや発表原稿を直し毎日夜遅くまで残つて仕上げまし

た。発表当日はとても緊張し、いざマイクの前に立ち話し始めると自分の声が震えているの

がわかりさらに緊張しました。しかし目の前には、中部徳洲会病院のメンバーが見守ってい

てくれたので1人 ではないと思い少しホッとしました。

今回座長賞を頂くことができ感謝しています。これからも継続して行なえるよう皆で協力
し頑張つていきたいです。ありがとうございました。
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力ゝ

撃

力し

太
陽

に

ヽ
つ

夏
の
花
と

い
え
ば
向
口
奏
が
た

い
浮
か
び
ま
す
ね
。

ひ
ま
わ
り
、
つ
ま
り
日
廻
り
。
凛
字
の
向
日
奏

（日
に

向
か
う
奏
）
は
、
渡
発
を
そ
の
ま
ま

「
ひ
ま
わ
り
」
と

読
ま
せ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
意
味
は
と
も
に

一人
陽
に

向
か
う
花
」
。

ず

っ
と
太
陽
の
方
を
向

い
て
い
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ

か
ら
で
し
ょ
う
、
一
あ
な
た
だ
け
を
見
つ
め
る
」
と

い
う

花
言
葉
を
持
ち
、
併
せ
て

「熱
菱
」
や

「情
熱
」
な
ど
、

盛
夏
に
ふ
さ
わ
し

い
花
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
太
陽
に
向
か

っ
て
く
る
く
る
廻

っ
て

い
る
わ
け

で
は
な

い
よ
う
で
す
。
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
、
基
の
日
の

当
た
ら
な

い
側
に
移
動
し
て
成
長
を
根
す
た
め
、
日
に

当
た
る
測
と
当
た
ら
な

い
側
の
成
長
に
差
が
生
じ
て
、

結
果
と
し
て
花
が
日
の
当
た
、る
方
を
向
く
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
。
成
長
し
き

っ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
現
象
は

見
ら
れ
な
く
な
る
と
解
説
に
あ
り
ま
し
た
。

菊
科
の
向
日
奏
が
な
ぜ

「
奏
」
か
と

い
う
と
、
葉
の

形
が
似
て

い
る
な
ど
諾
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
奏
と
は

も
と
も
と
冬
奏
を
さ
し
て
、
「枠
ぐ
日
」
、
つ
ま
り
そ
の

葉
に
向
ヨ
性
が
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
。
ベ
ル
ー
の
回
花
で
す
が
、

ロ
シ
ア
で
も
日
の
花
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
紀
元
前

か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ら
が
交
用
に
し
て

い
た
向
日
奏
の

種
子
を
ス
ペ
イ
ン
人
が
特
ら
帰
り
、
そ
が
て
フ
ラ
ン
ス

経
古
で

ロ
シ
ア
に
伝
わ

っ
た
と
か
。

い
ま
や

ロ
シ
ア
は

向
日
本
の
種
の
生
産
量
は
世
界

一
で
、
広
大
な
向
日
奏

畑
が
二
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
種
は
鶏
ヨ
や

ハ
ム
ス
タ
ー
な
ど
の
飼
料

と
し
て
日
に
織
れ
る
こ
と
の
方
が
多

い
よ
う
で
す
が
、

公
用
の
種
も
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
。
茉
養
価
が
高
く
、

血
十
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、
■
治
習
慣
病
や

食
血
の
予
防
、
た
化
の
防
上
に
美
肌
効
果
も
あ
る
よ
う

で
す
ね
。
観
賞
用
に
は
、
八
重
美
き
の

「
ム
ア
ィ
ベ
ア
」
、

魚
本
色
の
花
の
咲
か
せ
る

「チ
ョ
コ
フ
レ
ー
ク
」
、
會

っ

ぽ

い
花
の

「
ム
ー
ン
シ
ャ
ド
ウ
」
等
々
多
く
の
品
種
が

開
発
さ
れ
て
、
■
年
で
は
小
さ
な
鉢
で
も
育
て
ら
れ
る

矮
性
種
も
広
く
虫
口

っ
て

い
ま
す
。

来
年
は
ぜ
ひ
自
宅
の
庭
で
、
あ
る

い
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
、

向
日
奏
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
日
綸
草
Ｆ
ち̈
り
ん
そ
ユ
」
と
も
呼
ば
れ

太
陽
そ
の
も
の
に
も
た
と
え
ら
れ
る
向
日
事
の
花

4



過
敏
性
腸
症
候
群
っ
て

過
敏
性
腸
症
候
群

（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
）
と
は
腹
痛
や
腹
部
の

不
快
感
を
伴
う
、
ド
痢
や
使
秘
な
ど
の
使
通
■
常
が
慢

性
的
に
操
り
返
さ
れ
る
よ
せ
の
給
称
で
す
　
症
状
は
ド

痢
型
、
使
秘
型
、
ド
痢
と
使
秘
を
繰
り
返
す
交
林
型
、

(IBS)

IΨ宵り
つ
]撃買l

腹痛を伴つた下痢や便秘が月に何度も起きる場合は、

体質だから、と思つていませんか。何度も腹痛が繰り返

すのが日常的になつている、すくにお手洗いに行ける

場所でないと緊張してしまう…もしかしたらそれは過

敏性腸症候群かもしれません。

症状はあるのにレントゲンや内視鏡検査をしても異

常はなしヽ場合、適切な治療を受けずに悪化してしまう

ケースもあります。まずは消化器内科を受診し、異常が

見られず症状が続く場合は、心療内科を受診しましょう。

ガ
ス
型
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
．
ド
痢
自
体
は
冷
た

い
も
の
の
摂
り
過
ぎ
な
ど
で

一
時
的
に
な
る
こ
と
は

一

般
的
に
あ
る
こ
と
で
す
が
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る

う
ち
に
慢
性
化
し
、
常
に
お
腹
の
具
合
が
気
に
か
か

っ

て
症
状
が
悪
化
し
て
い
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
生
命

に
関
わ
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す
る
と
Ｈ

常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
、
体
質
や
性
格
だ
と
決
め
つ
け
ず
に
消
化
器
内
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
．

受

　

診

下
痢
や
使
秘
は
他
の
病
気
が
原
因
で
起
き
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
し
、
隠
れ
て
い
る
病
気
が
な
い
か
を

確
認
す
る
た
め
に
ま
ず
は
検
査
を
行
な
い
ま
す
。
と
く

に
体
■
の
減
少
が
大
き
い
場
合
は
精
密
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

腹
痛
を
伴
う
排
使
異
常
の
場
合
、
血
液
、
尿
、
使
の

検
合
の
ほ
か
、
腹
部
超
音
波

（
エ
コ
ー
）
検
企
や
人
腸

内
視
鏡
検
杢
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
ド
痢
や
使
秘
を
起

こ
す
臓
器
の
病
変
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
多

い
病
気
に
大
腸
が
ん
、
潰
場
性
人
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
で
は
多
く
の
場
合
、

血
使
、
発
熱
、
体
重
減
少
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。

過
敏
性
腸
症
候
群
で
は
こ
う
し
た
症
状
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
検
査
で
異
常
が
発
見
さ
れ
ず
、
症
状
が
続
く
よ
う

腸内の水分量
□から

翌
謝

内容物の通過が速くて
水分を吸収できない

結腸の働きがにぶくなる
| |      |   | |

同　
粥
印
半
・

媚
状
”
粥

（「

ヤ
時
間

一

半
固
形
状

イボやポリープ
のようなものか
できて
通りこくくなる

けいれんなどの
原因で場が
細くなる

液
　
体
　
▲
大
腸
内
答
物
の
性
状

（約
５
晴
「
一　

直^
■
し
て
か
〓
つ
ヨ
〓
ヽ
門
）

妻便中に1・ .li度の

"1出(0■～02[)

固体

(′ i10J言「1)

″1便

がまんすることによつて
使が腸にたまる

業便の組織
75% 水分
25% 固形物
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Ｆ
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ユ
Ｆ

ｎ
百

■
流
馨
体
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樋 敏唯鵬 症候書1のクイカ

口記 穏D自律神経の舌しれ 冷え

男 ltに多い

(特にデスクワークをしている人 )

ス トレスを感 レたり神経をつかう際 (電

車に乗つているときや緊張することな

ど)や、すぐに トイレに行けない状況の

ときに症状が出やすい。

激しい腹痛を伴う軟便、水つぱい使

何日も排便がなく、引1便前に腹部が苦し

くなる。

硬い便、またはウサギの糞のようなコロ

コロした便または下痢でドッと出る

引1便の量が少なく、諄順 後も残便感がある

自律神経の舌しれ 過度のダイエット

トイレに行けない状況が続いて我慢し

ているうちに排便をしたいという感覚

口「「 1■ D

が起きない

女性に多い

○

鉤 3膳ギξ虐の動く音が」]′
おならがもれる

口「■■D自律神経の舌しれ ストレス・姿勢の悪さ
唾をよく飲み込む (呑気症 )かみしめ症
候群

女性に多い

(特にデスクワークをしている人 )

で
あ
れ
ば
心
療
内
科
や
精
神
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
受
診
の
際
は
自
分
の
生
活
や
症
状
を
細
か
く
伝
え

ら
れ
る
と
治
療
に
役
立
つ
た
め
、
食
事
や
喫
煙
、
飲
酒

の
頻
度
や
使
通
異
常
の
頻
度
、
あ
れ
ば
使
用
し
て
い
る

薬
な
ど
を
持
参
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

治

療

過
敏
性
腸
症
候
群
は
偏

っ
た
食
事
や
不
規
則
な
生
活

な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
加
え
、
腸
が
他
の
臓
器
と

比
べ
て
神
経
が
多
く
分
布
し
、
自
律
神
経
が
腸
の
働
き

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
た
め
に
ス
ト
レ
ス
も
大
き

く
影
響
し
て
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
薬
に
よ
る
治
療

と
と
も
に
、
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
や
ス
ト
レ

ス
の
緩
和
な
ど
も
し
て
い
き
ま
す
。

過
敏
性
腸
症
候
群
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
お
も
に
高

分
子
重
合
体
、
消
化
管
運
動
調
整
業
が
処
方
さ
れ
ま
す
。

高
分
子
重
合
体

童
合
体

（ポ
リ
マ
ー
）
は
、
腸
内
で
水
分
を
吸
収
し

て
膨
張
し
ま
す
。
下
痢
の
場
合
は
過
剰
な
水
分
を
減
ら

す
効
果
が
あ
り
、
使
秘
の
場
合
は
使
を
ゲ
ル
状
に
し
て

通
過
を
促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
腸
内
で
膨
ら
む
だ
け

な
の
で
、
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

消
化
管
運
動
調
整
薬

異
常
の
あ
る
腸
管

の
迎

動
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

業
で
す
。
運
動
が
激
し
く

な
り
す
ぎ
て
下
痢
を
起
こ

し
て
い
る
場
合
は
抑
制
し
、

運
動
が
低
下
し
て
使
秘
に

な

っ
て
い
る
場
合
は
使
が

出
や
す
く
な
る
よ
う
に
促

進
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

副
作
用
と
し
て
、
ま
れ
に

機能性ディス
ペ,シア

今nの急tCなる1]語

腸やお腹のあたりに不快な症状があるにも関わらず、内視鏡検査などを行なつても症状

の原因となる異常を発見てきない病気の総称。過敏性腸症候群もこれに含まれます。

生命のに関わる病気ではありませんが、日常生活への影響を抑えるためにも、医療機関

で適切な検査と対応を受けることで症状を楽にするとよいてしょう。
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腸症候群
|、

(lBS)|敏性過

肝
機
能
障
害
が
見
ら
れ
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
３
受
容
体
措
抗
薬

下
痢
に
悩
む
男
性
思
者
の
場
合
、
も
う

一
つ
の
選
択

肢
と
し
て
、
こ
の
業
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
脳
で
働
く
神
轟
伝
達
物
質
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
腸
管
に
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
腸
の
知

や斗

油物 :ガス型

幸いものやカフエインを含むものなどの刺激物 :下痢型

便秘型 ガス型

アルコール :下痢型 使秘型 ガス型

豆やイモなどの不溶性食物繊lt lガス型

熱い麺類 :ガス型

食べIImて改善しよう
不□食 :下 lll型 便秘型 ガス型

温かしヽもの :下痢型

海藻などの水溶性食物繊維 :便秘型

乳酸菌を含む食品 :下痢型

′

炭酸飲料 :下痢型 ガス型
つめたいもの、お腹を冷やすもの (チヨコレート、夏野菜、

出 砂糖なども):下痢型 便秘型

)i[[言漏|ユ[li:[I輛秘…」
鷺Lみ戯

覚
過
敏
や
運
動
の
異
常
に
つ
な
が
る
た
め
、
そ
れ
を
抑

え
る
薬
で
す
。
こ
の
薬
に
は
効
き
す
ぎ
た
と
き
に
使
秘

に
な
る
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
最
初
に
処
方
さ
れ
た
薬

の
効
果
が
十
分
で
な
い
場
合
に
は
症
状
に
応
じ
て
ほ
か

の
業
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
ド
痢
に
は
乳
酸
菌
製
剤
や
ド

痢
薬
、
便
秘
に
は
下
剤
や
消
化
管
運
動
促
進
薬
が
処
方

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
腹
痛
が
強
い
場
合
に
は
副
交
感
神
経
の
働
き

を
抑
制
す
る
抗

コ
リ
ン
薬
、
ま
た
は
抗
う

つ
薬
が
処
方

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
影
響
が
大
き

く
、
う

つ
症
状
が
あ
る
場
合
に
も
抗
う

つ
業
が
処
方
さ

れ
た
り
、
不
安
や
緊
張
の
強
い
人
に
抗
不
安
薬
が
処
方

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
服
用
の
仕
方
は
、
抗

コ
リ

ン
薬
は
そ
の
症
状
が
出
た
時
に
用

い
る
頓
服
と
し
て
、

そ
の
ほ
か
の
薬
は
定
期
的
に
服
用
し
ま
す
。

●
こ
こ
ろ
と
体
の
体
養
を
と
ろ
う

ス
ト
レ
ス
ヘ
の
対
処
は
、
大
き
く
分
け
て
薬
、
心
理

療
法
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

抗
不
安
薬
な
ど
を
服
用
す
る
こ
と
で
不
安
が
腸
に
伝

わ
り
、
腸
に
生
じ
た
痛
み
が
脳
に
伝
わ

っ
て
新
た
な
不

安
を
生
む
と
い
う
悪
術
環
を

一
度
断
ち
切
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

患
者
さ
ん
の
心
理
に
働
き
か
け
る
心
理
療
法
に
は
弛

緩
法
、
認
知
行
動
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

症
状
に
対
し
て
悲
観
的
に
な
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
な
ど
、

自
分
の
気
持
ち
や
行
動
を
振
り
返
り
、
ス
ト
レ
ス
を
上

手
に
避
け
る
方
法
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
対
策
に
は
楽
し
み
を
持
つ
、

軽

い
運
動
を
す
る
、
疲
れ
を
た
め
な

い
、
時
間
に
余
裕

を
持

つ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
あ

っ
た
方
法
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
生
活
の
改
善

原
則
は
規
則
正
し
く
、
食
事
の
時
間
帯
を

一
定
に
し

て
食
べ
る
こ
と
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
す
る
こ
と

で
す
。
胃
に
食
べ
物
が
入
る
と
腸
の
運
動
が
活
発
に
な

っ
て
排
便
を
促
す
た
め
、
使
秘
型
の
人
は
特
に
朝
食
を

抜
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
下
痢
型
の
人
は
下
痢
す
る

こ
と
を
心
配
し
て
食
事
を
抜
き
が
ち
で
す
が
、
規
則
正

し
く
食
べ
る
ほ
う
が
改
善
し
や
す

い
で
す
。
食
べ
過
ぎ

や
冊
食
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
て
気
を
付
け
た
い
こ
と

食
事
の
ほ
か
に
生
活
習
慣
で
気
を
付
け
た
い
の
は
睡

眠
、
排
便
、
運
動
で
す
。

腸
の
運
動
と
睡
眠
は
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

寝
て
い
る
間
に
小
腸
は
昼
間
の
活
動
に
向
け
て
整
え
ら

れ
、
大
腸
は
朝
起
き
る
と
す
ぐ
に
運
動
を
開
始
し
ま
す
。

で
す
の
で
早
寝
早
起
き
を
し
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
持

っ

て
朝
の
う
ち
に
ト
イ
レ
に
行
く
習
慣
を
身
に
つ
け
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
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/1■ ヽ

珊れ■いろ人穴菫7ち

【海や川、プールなとで溺れ

ている人をみつけたら】

1)周 りに声をかけ、手分けを

して17助隊やライフセーバーを

呼び、119番への通報やAED
の調達を手配する。

2),7輪や板など水に浮くもの

かロープを投げる。浮輪などは

ロープを結んでおくと引き 1げ

やすく、ロープはiり をつける

とЛ llの位置に飛ばしやすい.

3)泳いで救助する場合は後方
から近づき、被救itイを仰向け

スイッチOTC薬

OTC医薬品とはいわゆる市販

薬を指しますが これまで医師
半J断でしか使用できなかつた医

療用医薬品が薬局で購入できる

ように一般用医薬品 (OTC薬 )

に切り替えらllたものがスイッ

チOTC薬で 販売は薬剤師に限
られています.スイッチOTC薬

には風邪薬や禁煙補助剤など

さまざまな種類の薬があり、胃

にして、頭をltで抱えて泳ぐ。

ただし、飛び込んで救助する

のはよほど泳ぎに自信がある人

でもかなりの危険が伴うため、

最後の手段と,き llる こと。その

際は浮輸などを準昴iして複数で

近づくことが望ましい。

4)水からりき Lげたら170向け
に寝かせる。

5)|:常 な1子及があるかどうか
10秒以内で確認する (llの 1ド、

呼吸「「、11■ lll'「 ).

6)ξ i般 も呼吸もない場合には、

～ますRりの人|=協力t,あよう～

胸骨圧迫 (心臓マッサージ)を

行なう。

7)AEDが チ1着 したら速やか
によ着して、「「声案内に従う.

8)救助隊が到着したら、処置
を任せる。

【入浴中の溺水 l

まず最初に浴槽の水を抜く,

浴檀から引き上げるのは」堤「な

L、 体を傷つけるなどの危険も

伴うため、まず浴槽の水をllxい

て、応援を求め、同時に119番

へ通報する.助けを借りるなど
して浴‖|か ら引き Lげることが

出来たら、 ll記の4)以 ドに同
じく、救命処置を行なう。

溺水による死亡者数は 交通
事故による死亡者の約半数に達

するという統計があります。中

でもlo歳までの小児と65歳以上

の高齢者に多く、特に高齢者は

入浴中の事故か多いので、家の

中でも、日ごろから家族の間で

注意を払うようにしましょう。

用量などの詳しい情報提供 服
用しても痛みが治まらない場合

の受診勧告を的確に行なうこと

が 厚生労働省により通知が出
されています。

なおスイッチOTC薬は国内で
医療用として長年使われ、効果

や安全性が認めらllた成分を転

用したものですが、ダイレクト

OTC薬といつて国内での医療実
績が少ない状態でOTC薬と

田匈骨圧iビ |さトマ ,サーシ|の方法】

▼AEDが装着出来れは その音声案内に従う.
▼AEDが用意できない場合には 1)被救助者の上着を脱がせて
仰向けに寝かせ その横に膝立ちになる。 2)掌 を重ねて胸の中央
(鳩 F_のやや上)に置く.3)指 は夕ヽ側に反らせるようにして、掌
の下半分ぐらいで押す。「1 2 3 Jと 声を出しながら 4～ 5
cmへ こむくらいの強さで 1分 |・|に 10o回 のヘースで行なう (人工

呼吸が出来る人がいれば 胸骨圧迫30回 に対して人工呼吸を2回。
ただし人工呼■に間 [′ ては 慣

'|な

い人|ま行な7,な いこと).

以上を被救助者が蘇生するか救急隊員と交替するまで繰り返す。

の2)延身?fttIP

『

■:

腸薬の日2ブロッカーや関節痛

薬などに用いらllているインド

メタシン 頭痛などに用いらll
る非ステロイ ド性鎮痛消炎剤の

ロキソニンなどが相当し、ほと

んどが第 ]類医薬品に該当して

います。ただし、薬にスイッチ

OTC薬との明言副まありません。

なお副作用に対して販売する

薬剤師には 購入者への用法
して販売さllている

ものもあります。



や石粂ジ句

つくり方

バナナと
タピオカの

`事

I二・高 )I五デザ_卜で 日本でtЙば ん部 のようなもので魂

〕[球 [量『1せI[死ちよ与:｀盾iltB:L言 73ζ
`モ

茎入[よ畠[t
〕奎星は菫峯省撃肩臭香鷲争習]I亀詈雪夕;じミルク。脂肪酸が多い瀬
}籠爆轟写等「唇漂ζ菫ょ13[懲3百:壼18[:旨習鷲雪婦:警よ郷
のエネルギー源にもなる食材です。

1人あたり 334 kca

1 鍋に湯を沸かし、タピオカをゆでる。全体の半分位が透明に
にとる。(完全に透明になると、粒同士がくつつきやすくなる

2 小鍋にコヨナッツミルクと牛学Lを入れて大にか|ス 温まつた
た1を入れ、砂糖と塩を加えて溶かしたら一度火を止める。

3 バナナの皮の繊維に沿つて爪で5cmほど切り目を入れ (カ
破裂するのを避けるため)、 皮ことふんわりとラップに包み、

1分 30秒から2分 (500Wの場合)加熱する。

4 バナナの皮が少し黒ずんできたら取り出し、皮をむいて食ベ
に切り、2の鍋に加える。

5 4を再び人にかけ、温めたら器に盛り 粗く刻んだピーナッ

ムーン タロット古い 璃 子

今月の璃子先生のことば

【暑さもまだまだ続きます。運気を呼8‖こは健康からですよ 1】

碧 k   i: 疹 §保言:
碧
疹
碧
碧
碧

銹
愉
薇
笏
笏

交際運 周国のあなたへの感謝が表われてきます。

金 運 必要な物を必要なだけ買うように。
全体運 ブレない考えが運気を開きます。

☆アロマオイル ☆ 3月 22日

交際運 無理な付き合いは程々に。
金 運 思いがけない収入がありそうです。
全体運 自分のペースを大切にして下さい。

☆きゅうり ☆ 8月 18日
交際運 お友達と一緒に笑うと良い「気Jが .
金 運 まだしばらくは我慢の時です.
全体運 多少の困難も乗り越えられます.

☆風鈴 ☆ 8月 フ日
交際運 素敵な情報は友人から入ります。

金 運 少しの無理はできそうです。
全体運 苦手な事が克服できそうです。

☆うちわ ★ 8月 23日

交際運 本音を言うとカドが立ちそう 控えめに。
金 運 こちそうをするなら少し豪勢に。
全体運 新間の切り抜きなどが後々助けに。

☆根菜類 ★ 8月 20日

交際運 良き理解者は身近な人かも。
金 運 自分へ投資するのに良いタイミング。
全体運 笑顔を絶やさぬ事が運気を上げます。

☆アイスクリーム ★ 8月 5日
交際運 周りからの期待が高まりますが 冷静に。
金 運 好景気も長くは続きません ここは貯書を。
全体運 大きな怪我に気を付けて。

☆日傘 ★ 8月 3日
交際運 マイナス面ばかり気にせず視点を変えて |

金 運 今の時期 お金の貸し借りは厳禁です。
全体運 過ぎた事より目の前のことに集中するのが吉.

☆生け花 ★ 8月 18日
交際運 心強い味方登場の暗示があります。
金 運 運気は上昇llB向 チャンスはもうすぐ。
全体運 大きな浮き沈みもなく安定期.―息ついて。

☆新しいバスタオル ☆ 8月 26日
交際運 しヽつも以上におおらわ」こ。
金 運 お財布が寂しそう、出費は抑えて。
全体運 忙しくても 丁寧にこなすことが開運へ。

☆アクセサリー ★ 8月 2日

☆はラッキーアイテム
★はラッキーデー



″

加
齢
と
と
も
に
足
腰
は
弱
く
な
り
、
平
衡
感
覚
も
衰
え

て
来
ま
す
の
で
、
ち
よ
っ
と
し
た
段
差
や
傾
斜
で
も
転
倒

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
捻
挫
や
骨
折
も
し
や

す
く
な
り
、　
一
度
捻
挫
や
骨
折
を
し
て
し
ま
う
と
回
復
に

時
間
が
か
か
っ
て
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

「再
び
転
倒
す
る
の
で
は
」
と
い
う

恐
怖
感
が
起
こ
っ
て
、
立
ち
上
が
る
こ
と
や
歩
く
こ
と
を

控
え
が
ち
に
な
り
、
動
か
な
い
こ
と
で
ま
す
ま
す
足
腰
が

弱
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
悪
循
環
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
家
の
中
に
危
険
な
箇
所
は
な
い
か
　
安
全
に

日
常
の
生
活
が
送
れ
る
か
、
隅
々
ま
で
確
認
し
ま
し
よ
う
。

「バ
リ
ア
フ
リ
ー
　
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
施
し
て
も
実
際

に
は
不
要
だ
っ
た
　
あ
る
い
は
却
っ
て
邪
魔
に
な
っ
た
と

い
う
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
前
に
、

自
分
た
ち
に
と
っ
て
具
体
的
に
何
が
必
要
な
の
か
、
充
分

な
検
討
が
必
要
で
す
。
た
と
え
大
掛
か
り
な
リ
フ
ォ
ー
ム

を
し
な
く
て
も
、
細
か
い
心
使
い
で
部
屋
の
中
の
危
険
を

減
ら
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
子
ど
も
や
妊
娠
中
の

女
性
な
ど
に
と
っ
て
も
、
家
族
全
員
が
安
全
に
暮
ら
せ
る

よ
う
な
　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
現
状
に
見
合
っ
た
、
臨
機

応
変
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

vol.5

………障害物を取り除く

〇段差をなくす 段差部分にはスロープを
大きな段差には踏み台や長めのス0-プを

○床や通り道に物を置かない

つ部屋履きは脱げにくいルームシューズを スリッパや靴下ま滑るので危険

……・・照明は明るく

○廊下やトイレには常夜灯を

O玄関には足もとにも照明を

足下灯を設置

家
の
中
で

転
倒
し
な
い
た
め
に

カーペットの端は、足を取られないよう
に固定 (ズレ防止シートなど)

毛足の長いカーペットや部分マットま、
足を取られやすいので使わない

家具は固定

物を置かない

滑り止めを貼る

頑丈な手摺りを、使い
やすい高さに設置コード類は壁に固定、、、

踏み台やスロープを

設ける

必要な場所に手摺りを
設置 (浴槽への出入り
は特に危険 )

洋式が安心 (座つたり立ち
上がつたりに使う手摺りはベッドの手摺りは

しっかり固定 頑丈に)

滑らない工夫を (床に毛足
の短いマットを敷くなど)

トイレに行くための廊下に
は常夜kIIを脱衣場にも浴室にも、

滑り防止のマツトを敷く

10

通り道に物を置かない



おうちで
年を取ると運動不足になったり、寝ている

時間が多くなったりしがちです。そこで、床

ずれの予防や心身のリラックスのためにも、

お年寄りにマッサージを施すことを、おtljめ

します。マッサージは血液の循環をよくして

新陳代謝を促しますので、栄養の補給にも、

筋肉の衰え防止にも効果があります。

頭が重い、肩が張つて眠れない、首筋が凝ったといつたときには、

頭と首筋のマッサージを行ないましょう。一方の手で頭を支えて、

静かに揉んで下さい。強く揉み過ぎると、気分が悪くなつてしまう

ことがありますので、カカo減には充分注意して下さい。

頭と首筋のマッサージ

1

両手の親指の腹で頭の中央を
は

認
さえる。そこから髪の生え

際に沿つて耳の方へ、親指の

腹で押さえながら揉み下ろし

て

`子

く。

左右の首筋から肩までを静か

に擦つたあと、首筋に沿って

親指の腹で揉んで行く。

頭を摘むように、両手のすべ

ての指で頭全体を軽く00く 。

5
頭を片手で支え、

もう一方の手は胸

もとに軽く当て、

前後 左右に頭を
軽く動かす。

最後に首筋と肩を

擦って終わる。

一イ
ψ

うなじの髪の生え際を摘むように
は<

して、揉み解す。

11

イラスト:松平 あすか



Ｊ

Ｊ
廿

―

∫
　
＼
Ｆ

＊
曖

（
足
）
０
タ
イ
プ

【趾
間
型
】

足

の
指
と
指

の
――――
の
皮
膚

が
ヽ
や
け
て
、
じ
く
じ
く
し
て
、
痒
み
が

あ
る
。
冬
は
症
状
が
治
ま
る
．

足

の
指
と
指

の
――――
の
皮
膚

が
乾

い
て
、
か
さ
か
さ
に
な

っ
て
　
度
が

劇
け
る
。
痒
み
が
あ
り
、
冬
は
治
ま
る
。

【小
水
疱
型
】
足

の
一哭
や
積
側
に
小
さ
な

水
泡
が
出
来
て
、
水
池
が
破
れ
る
こ
と
も

あ
る
．
■
み
が
あ
り
　
冬
は
治
ま
る
。

【角
質
増
殖
型
】
角
質
層

が
り
く
な

っ
て
、

足
の
要
が
ｎ
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
丼
み
は
な

い
．

【爪
水
虫
】

爪
が
変
色
、
変
質
す
る
。

■
み
は
な

い
　
■
の
爪
に
も
発
症
す
る
．

世

l

只

引

(

師 哺
＝

＝

晏

＝

′́／

/
ヽ

い
月

水虫の種類

言涙 爪自癬
(爪の水虫)

段部自癬
(いんさんたむし)

酬
／●一

一

日
本
で
は
近
年
、
５
人
に
１
人
は
水
虫
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
虫
は

痒
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
痒
み
を
伴
わ
な
い
水
虫
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
皮
膚
の
症
状
が
見
ら
れ
て
も

「自
分
は
水
虫
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
が
か
な
り
い
る
よ
う
で
す
。
放
置
す
る
と
爪
に
も
感
染
し
て
、
手
や
足
の
指
の

爪
が
変
色
し
て
、
ぼ
ろ
ば
ろ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
う
つ
し
て
し
ま
う
前
に
、
治
療
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

1111111::キillll][][

▼自癖菌は皮膚の一番外側

の角質層に寄生します。足

の裏の角質層は厚いため、

自癬菌の絶好の繁殖場所と

なります。

▼自癬菌が皮膚に付着した

だけでは、水虫は発症しませ

ん。蒸れて角質が柔らかく

なると自癬菌が侵入しやす

くなります。平均温度が20

度を超えると自癬菌が活動

しやすくなり、かつ蒸れやす

くなるので、例年5月から夏
にかけて水虫患者が急増し

ます。
▼同じ白癬菌が原因でも、水虫は発病する場所に

よつて病名が変わります。

頭部白癬
(しらくも)

体部白癬
(たむし)

手自癬
(手の水虫)

水
唆

に
注
意

清
率
と
蔭
理
が
予
防

０
ボ
イ
ン
ト

＊
０
と
は
マ

水
虫
は
自
癖
菌
と

い
う
徴

（真
自
）
に

感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
が
、
発
症

す
る
部
仕
に
よ

っ
て
呼
び
名
が
共
な
り
、

一
般
に
は
足
や
手
に
起
こ
る
も
の
を
水
虫

と
呼
ん
で
い
ま
す

（下
、
右
図
参
照
）
。

白
癬
菌
は
角
質
Ｍ
に
侵
人
し
て
、
そ
の

成
分
で
あ
る
ケ
ラ
チ
ン
と

い
う
た
ん
ぱ
く

質
を
栄
養
源
に
増
殖
し
ま
す
。
角
質
層
は

や
が
で
垢
と
し
て
剥
が
れ
て
い
く
層
で
す

の
で
、
自
癖
間
に
感
染
し
て
も
痒
み
は
感

じ
ま
せ
ん
。
白
癬
菌
が
奥
ま
で
侵
人
し
て

肛
粒
＝
に
触
れ
る
こ
と
で
、
丼
み
が
感
じ

ら
れ
ま
す

（下
、
左
図
参
照
）
。

角
質
Ｍ
は
約
ｌ
ヶ
月

の
同
期
で
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
治
療
す
れ
ば

水
虫
は
ｌ
ヶ
月
ほ
ど
で
治
る
と
ィ
え
ら
れ

ま
す
が
、
治

っ
て
も
”
発
し
や
す

い
■
気

な
の
で
、
毎
日
の
ヶ
ア
が
重
要
で
す

7,つ
"~/,ノ

ー

|_1ミ]][
角質増殖型
足自癬

12



J(I搬がら足を守るに1ま
▼太陽を浴びる

足の日光浴をすることで予防効果が上がります。

▼素足ている

通気性をよくすることで予防できます。ふだんから

できるだけ素足でいることが望まれます。

▼毎日入浴する

自癬菌が付着しても、24時間以内に洗い流せば感

染を防げます。

▼足ふきマットは清潔に

家族に水虫の人がいる場合は 足拭きマットを別

にしましょう。水虫の人はキッチンペーパーなどで拭

いて 使い捨てにしましょう。

▼床の掃除をする

水虫に感染した皮膚は部屋の中にも最Jがれ落ち

ていますので、掃除機でこまめに吸い取りましょう。

剥がれた皮膚の中の水虫菌は一定時FoO、 感染力を持

ちます。

▼共同場所を利用したら、帰宅後すくに足を洗う

フィットネスクラブやリウナなどでは、水虫の人の

剥離した皮膚を踏んでしまうことがあります。

共同施設を使つた後は、帰宅後すぐに洗い流しま

しょう。洗えない場合は、アルコールを含んだティッ

シュペーパーなどで拭き取りましょう。

▼スリッパに注意

水虫の人が履いたスリッ′颯こは少なからず菌が潜

んでいます。共用のスリッパなどを履いた時は、帰宅

したらすぐに足を洗いましょう。

▼毎日同じ靴をはかない

1日中履いた靴は汗で湿つているので、翌日は休ま

せて (乾かして)、 別の靴を履きましょう。

▼5本指の靴下を履く

▼爪切りは自分専用のものを使う

水
會

０
発
寝

薬
物
療
法
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

【外
用
薬
】
趾
間
型
や
小
水
疱
型
の
場
合

抗
真
蘭
薬
の
外
用
業
．
ｌ
Ｈ
ｌ
回
塗
る

だ
け
の
業
が
卜
流
で
す
．
■
状
が
治
ま

っ

て
も
皮
膚
の
組
織
が
す
べ
て
入
れ
“
わ
る

ま
で
、
ｌ
ヶ
月
は
塗
―，
続
け
ま
し
ょ
う
。

白
癬
菌
は
力
状
の
な
い
所
に
も
浩
ん
で

い
ま
す
。
忠
部
だ
け
で
な
く
、
指
と
指
の

――――
や
足
の
裏
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な
く
塗

っ

一ヽ
下
き
ヽ
い
。

一
日
照
某
一
角
質
増
殖
型
や
爪
白
癖
の
場
合

外
川
薬
で
は
自
癬
菌
の
い
る
所
ま
で
は

浸
透
し
に
く
い
の
で
、
抗
真
菌
薬
の
内
服

薬
が
処
方
さ
れ
ま
す

（爪
水
虫
の
治
療
は
、

下
段
ヘ
ル
ス
　
ア
ッ
プ
　
ノ
ー
ト
参
照
）
。

内
服
薬
の
場
合
は
ほ
か
の
薬
と
の
飲
み

合
わ
せ
で
、
下
痢
や
腹
痛
な
ど
の
冒
腸
障

害
や
肝
機
能
障
害
な
ど
の
――――
作
用
が
み
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
服
川

し
て
い
る
薬
が
あ
れ
ば
、
必
ず
す
べ
て
を

ｋ
師
に
伝
え
て
、
医
師
や
薬
剤
師
の
指
示

に
従

っ
て
服
用
し
て
ド
さ
い
。

水
虫
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、
あ
る
い
は

ほ
か
の
皮
膚
満

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
皮
膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

イトラコナゾールは、 1週 H・l毎 日服
'‖

して 3

週 F・7休業するパルス療法を3サ イクル行なって、

その後 3ヶ 月経711を観察します。

テルビナフィンは6ヶ 月ほど毎日服用します。

テルビナフィンを服月lす るには、事前に肝機能

とllu液検査が必要です。

見た日には症状が治まっても、途中で服月1を

11め ると,'発 してしまいますので、医llや薬剤

師の指示は必ず|:り ましょう。

なおどちらの業も妊娠 li 授手L中 の女性には

使用できません。

石鹸をよく泡立てて、指と指の間、爪と皮膚の間、踵など、まんべんなく洗う。

流水で洗い流す。  タオルでしつかり拭く。指と指の間や、爪の周りなども
拭き残しのないように。
※ナイロンタオルや軽石などで強く擦ると、傷が出来て、そこから白癬菌が侵入

しやすくなるので、注意。

爪水虫 (爪白癖)の治療

爪もケラチンからできているため、水虫が爪

に感染して、足や手の爪に水虫ができることが

あります。感染すると爪が自く濁ったり、変色

したり、変質してほろぼろになったりします。

爪の水虫にはl■ みはなく、季節によって症1人の

変

黎営纂λう::リト用業では亡ll歯 の感染した
場所まで

'ご

きませんので、内服薬 (イ トラコナ

ツール、またはテルビナフィン)を月Jい ます。
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「救える命を救うために」協力を :

救急救命士による気管挿管が可能となつております

気管挿管とは国から気管に気管内チューブを挿入して肺に直接酸素を投与する救命処置です。気管挿

管は、これまでは医師のみが行うことを認められていた救命処置ですが、平成 16年 7月 から救急救命

士も行えるようになりました。

今後、救急救命士が気管挿管を行うことにより、救急現場で確実な気道の確保が可能となり、救命の

効果の向上が期待されます。

が必要です
″

|二■|

沖縄県では、医療機関。消防機関・関係行政機関の連携 (メ ディカルコントロ
=ル
)のもとに県内の、

救急救命士に対して消防学校で気管挿管に関する学科講習を行つています。議智終了試験に合格した救

急救命士を対象に、平成 17年 11月 より実習指定病院で|よ、順次、挿管実習が開始されをぃます。この

実習では実習指定病院の手術室において、全身麻酔の患者様の手術の際に、麻酔専門医の指導のもとに

救急救命士が実際に気管挿管を実施します。             |      | |
1   :

当時け挿■■ド■
=:●
|キとなつておけます ・

■薫管実習は万全の体制で行われます
″

実習を行う救急救命士は、気管挿管に必要な医学的知識等に関する講習を終了し、訓練用の人形で十

分な訓練を行つており、医師が実習可能と半J断した救急救命士が実習に望みます。病院での実習中も、

麻酔担当医師の指導・監督の下、事故のないように万全の体制で行います。実習に際しては、救急救命

士を指導する医師と救急救命士が患者さんに説明を行い、必ず同意を得てから行います。

現場で救える命を救う為には救急救命士の気管挿管が必要です。

挿管実習への皆様のご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。

【問い合わせ先】 中部徳洲会病院 地域医療連携室  担当 大城・島袋
TEL  937-1070  FAX  937-1129



書3署紹介コー十一

今年 6月 1日 より5階北病棟がオープン
となりました。5階北病棟 は、ハイケア 4
床と一般病床 36床 となっております。主に

内科 を中心 とした病棟で、ハイケア病床は

循環器センターや脳外科の 3階南病棟につ
いで内科の重症患者様 を受け入れ、質の高

い濃厚なケアの提供 を目的とし行っており

ます。病棟スタッフは看護の心・ケアの心・

助 け合いの心で、一 日でも早 く患者様が元

気で笑顔になって頂けるように、努めてい

きたいと思います。

当院は 下記の事項を遵守して 「いつでも とこでも だn
もわつ さして最善の医療を受けらnる社剣 を目指します。

◆基本理念◆  ‐.

鵡酬龍臨る鵬
◎健康と生活を守る病院

◆基本方針◆
1年中無休 24時間オープン
2患者様からの贈り物は一切受け取らない
3医療技術 診療態度の向上にたえず努力する
◆患者様の権利◆

1平等かつ安全で良質な医療を受けることができます。
2こ自身の病気や治療方針について、分かりやすく十分
な説明を受けることができます。

3医師から提示された治療方針については 患者様こ自
身で選択し 決定することr」 できます。
4患者様のプライバシーよ常に保護 尊重されます。
5当院に対する「意見 要望 苦情Jは遠慮なく申し出
て下さい。

6所定の手続きにより診療録及び診療報酬明細書の開示
を求めることができます。

フ 患者様は 他院を含め主治医以外の医師の意見 (セカ
ンドオビニオン)を聞くことができます。
8個人の尊厳は保たれます。
15

倫 理 原 則
①私たちは人間の尊厳への同情と尊重の念をもつて適切
な医療を与えることに貢献しなけllばならない。
②私たちは法律を遵守するとともに、患者様の利益を守
るための努力すべき責任を負わなけllばならない。
O私たちは患者様の権利を尊重し 法律の制約の範囲内
で患者様の秘密を擁護しなければならない。
④私たちよ医学的知識 医療技術の向上に絶えj・努力し
なけlnばならない。また相互に関連する情報を患者様
及び一般の人びとに提供及び公開しなければならない。

⑤私たちは地域社会を改善するための諸活動に積1011的に
参加し地域社会に貢献しなければならない.
0私たちはヘルシンキ宣言 リスボン宣言 ジユネーブ
宣言を尊重し それに法つて日頃の医療活動に当たら
なければならない。
×ヘルシンキti:

(ヒ トを対象とする●学
"l先

の倫川ml鳳 1口 1,
※リスボン11:は 者のll利 に月するlt界 えmi会 ,i→
※ジュネーブ11: (レヤ)倫,1の日際ill● :)

瘍К
医療法人 沖縄徳洲会 中 部 徳 洲 会 病 院

【5階北病棟】

私たちは患者様の病を癒す事を目的とし 人間の生と死と病
に直接関わる医学 医業LT職業専P:家として 社会的 倫理
的責任を負しヽ 人間の尊厳と患者様の人権を守り 患者様中
心の医療 看護に向けて医療技術 診療制度の向上に絶えず
努力し その使命と義務を遂行することを誓います.
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, 今月は鏡像クイズです。鏡に写つた世界は左右が逆に見えますね。

注意深く見れば答えは簡単です。さあ、チヤレンジしてみましょう。
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27火

28水

楽しい夏祭りの一コマを鏡に写した

イラストです。よく見ると鏡像になつ

ていない部分が四ケ所あります。

その部分を探してみましょう。

床屋さんの鏡に時計が写つています。

左が散髪が始まつた時刻、右は散髪

が終わった時刻です。

散髪にかかつた時 F・5はどのくらいて

しよう?
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《散髪終了》
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鑢個¶駒唱
◆◆透明度の高い氷を作るには◆◆◆

夏。冷たい飲み物に浮かべた

氷。お店で出さllる ドリンクに

浮かぶ氷は綺麗に透き通つてい

て、見た目にもいつそう涼しさ

が増して感じられますが 自宅
の冷蔵庫で作つた氷は自く濁つ

てしまいがちですね。氷が濁つ

てしまうのは、水の中に含まれ

る空気や不純物のせいです。

家庭で手軽に透明度の高い氷

を作るために 以下の 2点を試
してみましょう。

1)空気や不純物の少ない水を

使う。

一般の水道水でも、凍らせる

前に一度沸騰させることで空気

や不純物を取り除くことができ

ます。なおミネラルウォーター

を使う場合は、硬水より軟水の

方が濁りにくいようです。

i Si li

《散髪開始》

2)ゆつくり凍らせる。

沸騰させた後、自然に冷まし

てから製氷皿に注ぎ、製氷室に

害J箸を 2本並べ、その上に製氷

皿を載せて凍らせることで効果

が得らllます。

さらに念を入れるなら 断熱
材や緩衝材 (発泡スチロールや

ぷち81ち した気泡緩衝材など)

で製氷皿をくるんでから割箸に

載せ、時FB3をかけて凍るように

配慮してみましょう。

いつもより透明度の高い氷が

できるはずです。
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